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環境負荷を軽減する取
り組みの一環として「エ
コメール」を導入。開封
テープと宛名ラベルを
貼るだけの簡易包装
で、コストダウンも実現

琵琶湖岸から徒歩数分
の研修センター。太陽光
発電、壁面緑化、省エネ
の空調設備など、滋賀
県内の企業による様々
な環境技術を取り入れ、
2009年2月に完成

金
融
業
界
初
の
生
物
多
様
性
格
付
を
導
入

　

風
光
明
媚
な
近
畿
の
水
瓶
、
琵
琶
湖
。
そ
の
ほ
と
り
に

本
店
を
構
え
る「
滋
賀
銀
行
」は
、
豊
か
な
自
然
を
享
受

す
る
立
場
か
ら
、
環
境
保
全
や
地
域
社
会
の
持
続
的
な

発
展
に
貢
献
す
る「
環
境
経
営
」を
実
践
し
て
い
る
。

　
「
お
金
の
流
れ
で
地
球
環
境
を
守
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
取
り

組
み
の
柱
と
な
る
環
境
対
応
型
金
融
商
品
の
運
用
を
92

年
か
ら
始
め
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
住
宅
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
03
年
以
降
は
生

物
多
様
性
関
連
の
商
品
提
供
に
力
を
注
ぐ
。
小
学
校
で

の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
助
成
す
る「
エ
コ
プ
ラ
ス
定

期
」、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
し
な
が
ら
、

琵
琶
湖
の
固
有
種
・
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
放
流
事
業
に
資
金

を
拠
出
す
る「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ロ
ー
ン 

未
来

よ
し
」と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

い
ず
れ
の
商
品
も
年
々
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
行
で
は
さ
ら
な
る
生
物
多
様
性
保
全
の
普
及
・

啓
発
活
動
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
独
自
開
発
の

評
価
指
標
に
も
と
づ
く「
生
物
多
様
性
格
付
」を
、
全
国

の
金
融
機
関
に
先
駆
け
て
09
年
11
月
に
新
設
。
経
営
方

 

滋
賀
銀
行 

環
境
対
応
型
金
融
商
品
の
提
供

滋
賀
県
大
津
市

日
々
の
暮
ら
し
か
ら
考
え
る
生
物
多
様
性   

│
活
動
事
例
か
ら
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役職員が刈り取った琵琶湖岸の
ヨシで紙を漉き、名刺に活用。
環境ボランティアの体験をビジネ
スの場に生かしているという 生物多様性格付の開発経緯など、滋賀銀行のCSR活動について語る

CSR室長の西堀 武氏（左）と、広報室長の四方清文氏

環境省が創設した「エコファースト制度」に
おいて “環境保全に関する取り組みを約
束する企業”として2008年7月、金融機関
初の認定を受けた

「エコプラス定期」による拠出金を小学校でのビオトープづくりに活用。
子どもたちに環境学習の場を提供し、生物多様性の大切さを伝える。
「エコプラス定期」は個人向けの定期預金で、取り扱い金額は2003
年の導入時から約9.2倍まで膨らんでいる（2009年12月末実績）

（財）滋賀県水産振興協会が行うニゴロブナ放流事業に資
金を拠出し、毎年約3万匹の放流を行っている。3万匹の
一部は役職員の手により琵琶湖に放流される（右、写真）

2010年1月、草津市の烏丸半島で行われたヨシ刈り。滋賀銀行をはじめ、賛同企業4社も加わ
り約400名の環境ボランティアが参加。ヨシ刈りは琵琶湖の水質維持に欠かせない作業である

「滋賀銀行」問い合わせ先

針
や
活
動
の
実
施
状
況
な
ど
、
生
物
多
様
性
保
全
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
８
項
目
を
1
0
0
点
満
点
で
採
点

し
、
一
定
以
上
の
評
価
を
得
た
企
業
に
は
融
資
金
利
を

0
・
1
％
優
遇
す
る
。
評
価
項
目
は
、
取
引
先
企
業
が
取

り
組
み
や
す
い
内
容
で
、「
お
客
様
に
生
物
多
様
性
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業
活
動
へ
取
り
入
れ
る

際
の
道
し
る
べ
に
な
れ
ば
」と
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長
の
西
堀 

武

氏
は
話
す
。

　

ま
た
同
行
で
は
、「
生
物
多
様
性
格
付
」の
前
身
と
な

る「
Ｐ
Ｌ
Ｂ（
※
）格
付
」を
05
年
12
月
よ
り
導
入
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
独
自
に
策
定
し
た
環
境
保
全
に
関
す
る
15
項

目
を
設
定
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
は
じ
め
、
６
つ

の
取
り
組
み
に
融
資
す
る「
し
が
ぎ
ん
琵
琶
湖
原
則
支
援

資
金
」に
組
み
入
れ
て
お
り
、
今
回
の「
生
物
多
様
性
格

付
」と
の
併
用
で
最
大
0
・
6
％
の
金
利
優
遇
を
可
能
と

し
た
。
格
付
の
採
点
は
専
門
機
関
で
は
な
く
、
顧
客
と
身

近
に
接
す
る
行
員
が
行
う
。

　

さ
ら
に
本
業
と
並
行
し
て
、湖
岸
の
ヨ
シ
刈
り
や
ニ
ゴ
ロ

ブ
ナ
の
放
流
な
ど
、
役
職
員
に
よ
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
体
験
も
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
う
え
で
の
大
切
な
活

動
と
な
っ
て
い
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
環
境
を
考
え
、

ロ
ー
カ
ル
な
活
動
で
地
域
へ
貢
献
す
る
。
生
物
多
様
性
格

付
に
も
こ
の
よ
う
な
考
え
が
基
盤
に
あ
る
」と
西
堀
氏
。

　

琵
琶
湖
を
擁
す
る
金
融
機
関
と
し
て
、
役
職
員
一
人
ひ

と
り
の
環
境
に
対
す
る
責
任
感
や
身
近
な
自
然
を
守
る

あ
た
た
か
な
配
慮
が
、「
環
境
経
営
」を
持
続
さ
せ
る
原
動

力
。
そ
の
足
元
を
重
視
し
た
活
動
は
、
地
元
企
業
や
県
民

か
ら
の
支
持
を
集
め
る
と
と
も
に
、
金
融
業
界
に
お
い
て

は
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　（
※
）Principles for Lake Biw

a




